
　

先
の
総
選
挙
で
は
、
大
き
な
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
全
力
を
あ
げ
て
奮
闘

し
ま
し
た
が
、
比
例
で
四
百
五
十
八
万
六

千
百
七
十
二
票
を
得
ま
し
た
が
改
選
前
の

二
十
議
席
か
ら
九
議
席
に
後
退
し
、
木
島

日
出
夫
衆
院
議
員
の
議
席
を
な
く
す
と
い

う
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
財
界
が
も
く
ろ
む
「
二
大
政

党
制
」
に
立
ち
向
か
い
、
国
民
こ
そ
主
人

公
の
立
場
で
訴
え
た
消
費
税
増
税
と
憲
法

改
悪
反
対
の
問
題
は
、
今
後
い
よ
い
よ
国

政
の
焦
眉
の
課
題
と
な
り
、
国
民
の
な
か

で
必
ず
生
き
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

党
新
潟
市
議
団
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
意
見
、
要
望
は
大
切
に
し
、
公
約
実

現
の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
る
決
意
で
す
。

　

今
年
一
月
に
は
党
大
会
を
予
定
し
、
党

の
理
念
と
基
本
方
針
を
定
め
る
党
綱
領
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
し
い

党
綱
領
の
も
と
、
市
民
と
の
信
頼
を
さ
ら

に
強
め
、
参
議
院
選
挙
で
の
前
進
を
実
現

す
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
す
決
意
で
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日本共産党

新潟市議会議員団

団　長

山 田 修 一

新
潟
選
挙
区

　

く
わ
は
ら
加
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
）

2004夏 参院選

日本共産党は、今年夏の参議院選挙の候補者を発
表しました。

　

京
都
府
の
京
田
辺
市
は
不
況

対
策
の
緊
急
支
援
事
業
と
し

て
、
市
民
が
市
内
の
施
工
業
者

に
自
宅
修
繕
や
補
修
工
事
な
ど

の
工
事（　

万
円
以
上
が
対
象
）

30

を
発
注
し
た
時
に
、
工
事
費
用

の　

％
で
、
最
高　

万
円
を
助

10

10

成
す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

を
実
施
し
、
大
人
気
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
実
績
で
は
、
交

14

付
件
数
百
二
十
二
件
、
市
助
成

金
額
は
1
0
6
2
万
円
。
驚
く

の
は
、
こ
の
経
済
効
果
で
、
工

事
発
注
総
額
は
２
億
1
3
4
0

万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。
京
田
辺

市
の
担
当
者
も
、
不
況
対
策
と

し
て
の
効
果
を
認
め
て
い
ま

す
。

　

制
度
実
現
に
尽
力
し
た
京
田

辺
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
少

な
い
負
担
で
大
き
な
経
済
波
及

効
果
を
生
み
出
す
、
こ
の
住
宅

改
修
助
成
制
度
を
、
条
例
化
し

て
毎
年
実
施
で
き
る
よ
う
に
運

動
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

同
制
度
は
、
全
国
の　

自
治

48

体
で
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

京
田
辺
市
が
不

況
対
策
と
し
て
実

施
し
て
い
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

を
視
察
し
て
き
ま

し
た
。

　市は、「小規模工事等契約希望者登録制度」の概要を明らかに

しました。１月中に関係業界・団体に制度の概要を説明、周知に

つとめたあと、２月から「登録希望者の受付」を開始、４月から

事業をスタートさせます。ぜひ、「仕事づくり」に、あなたも登

録してみませんか。（詳しくは、市契約課まで）

比
例
代
表
区

　

笠　

井　

あ
き
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
前
）
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笠
井
あ
き
ら
前
参
議

員
（
参
議
院
比
例
区
予

定
候
補
）
と
来
年
度
予

算
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

党
市
議
団
か
ら
、
厳

し
い
不
況
が
続
く
な
か

で
市
税
収
入
の
深
刻
な

落
込
み
が
懸
念
さ
れ
る

本
市
の
財
政
状
況
を
説

明
し
た
あ
と
、
合
併
政

令
市
構
想
の
問
題
等
に

つ
い
て
報
告
。
ま
た
、

党
市
議
団
の
来
年
度
予

算
要
望
書
の
説
明
を
し

ま
し
た
。

　

笠
井
さ
ん
の
祖
父
母

は
、
お
二
人
と
も
新
潟

県
出
身
の
教
育
者
。
祖

父
は
、
県
内
の
小
学
校

校
長
を
歴
任
さ
れ
た
経

緯
も
あ
り
、「
新
潟
に

は
、
特
に
親
近
感
が
あ

る
」
と
ニ
ッ
コ
リ
と

笑
っ
て
答
え
、
年
明
け

の
ふ
さ
わ
し
い
時
期

に
、
政
府
交
渉
を
用
意

し
、
市
民
要
求
実
現
の

た
め
に
全
力
を
あ
げ
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し

た
。

　

く
わ
は
ら
加
代
子
県

常
任
委
員
（
参
議
院
新

潟
選
挙
区
予
定
候
補
）

も
同
席
し
、
市
民
生
活

を
応
援
す
る
政
治
実
現

の
決
意
を
表
し
ま
し

た
。

　

新
年
度
予
算
の
編
成
作
業
が
進
む
な
か
、
篠
田
新

潟
市
長
に
、乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
・

一
部
負
担
の
撤
廃
、
小
児
急
患
セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど

を
要
求
し
た
約
二
百
三
十
項
目
の
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

党
市
議
団
の
要
請
に
対
し
、
市
長
は
、「
小
泉
改
革

に
疑
問
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
三
位
一
体

の
税
制
改
革
は
地
方
に
シ
ワ
よ
せ
す
る
も
の
で
反
対

せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

税
収
が
落
ち
込
む
な
か
で
、
ど
う
市
民
生
活
を
守

る
の
か
、
市
長
の
姿
勢
と
真
価
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
六
年
度
に
中
地
区
屋
内
プ
ー
ル
の
基
本

設
計
が
行
わ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　サッカーのアルビレックス新潟が、悲願のＪ１昇格を

決めたことは、「プロのチームが太平洋側に偏っていた日

本のスポーツ界にとって、画期的な出来事」と二宮清純

氏（スポーツジャーナリスト）がしんぶん赤旗で紹介し

ています。

　また、二宮氏は、「新潟には、スポーツを通じてコミュ

ニティーを活性化させようという理念が息づいている」

として、「サッカー不毛の地」から「Ｊ１チーム誕生」ま

でのクラブ関係者と市民の地道な努力をたたえ、Ｊ１で

のアルビ旋風に期待を寄せています。

（　  ） （　  ） 

篠田市長（右）に予算要望を行う党市議団。

要求実現を約束しあう左から、目崎、明戸、くわは
ら、笠井、渋谷、今井、渡辺、鈴木。



　
　

月
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
団
か
ら
、
鈴
木
克
夫
、
今
井
ヨ
シ
イ
、
目
崎
良
治
議
員
の
三
名
が
一
般
質
問
に
立

12
ち
ま
し
た
。

　

「
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
を
許
す
な
」
と
い
う
市
民
の
声
が
広
が
る
な
か
で
、
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
と
と

も
に
、
総
選
挙
以
降
の
大
き
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
「
憲
法
改
正
」
と
消
費
税
増
税
計
画
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
市
長
の
政
治

姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
に
向
け
て
法
定
協
議
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
る
な
か
で
合
併
政
令
市
の
問
題
、「
入
札
改
革
の
問
題
」、「
長
時

間
労
働
解
消
」、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
」
な
ど
市
民
生
活
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
提
案
を
含
め
質
問
し
、
市
民
要
求
実
現

の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

議
会
最
終
日
に
は
、
法
定
協
議
会
設
置
を
決
め
る
議
案
が
賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
反
対
し
、
渡
辺
有

子
議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
民
党
、
民
主
党
と
も
に
消
費
税
の

増
税
を
公
然
と
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

消
費
税
導
入
か
ら　

年
間
の
消
費
税

15

収
の
累
計
が
1
3
6
兆
円
に
対
し
、
法

人
３
税
の
税
収
は
同
じ
時
期
に
、
大
企

業
の
た
め
の
減
税
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
た
め
1
3
1
兆
円
も
減
っ
て
お
り
、

「
消
費
税
は
社
会
保
障
充
実
の
た
め
の

財
源
」
は
成
り
立
た
な
い
。
増
税
計
画

に
反
対
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
質
問
。

　

市
長
は
「
一
定
の
役
割
が
あ
る
」
と

し
て
、
消
費
税
増
税
計
画
に
対
し
て
、

明
確
な
態
度
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

過
労
死
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
や
長
時
間
残
業
。

厚
生
労
働
省
か
ら
、
過
重
労
働
を
防
止

す
る
通
達
と
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
撤
廃
の

通
達
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

は
、
す
べ
て
の
職
場
で
こ
の
２
つ
の
通

達
を
活
用
し
、
長
時
間
残
業
を
な
く
す

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

年
間　

万
時
間
を
超
え
る
市
役
所
の
残

��

業
時
間
の
解
消
を
迫
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
厚
労
省
、
労
働
時
間
の
適
正

管
理
の
方
法
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
を

求
め
て
い
る
と
質
問
。
市
と
し
て
も
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
導
入
す
る
た
め
、
先
進
地
を

調
査
し
、
検
討
を
進
め
て
い
く
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　

私
は
現
行
憲
法
の
平
和
主
義
そ
し
て
国
際

協
調
主
義
は
人
類
普
遍
の
基
本
理
念
と
し
て

認
識
。
憲
法
第
９
条
改
定
に
は
賛
成
で
き
な

い
。

篠
田
市
長
が
答
弁　

渋谷明治議員

目崎良治議員鈴木克夫議員

「自衛隊のイラク派兵は許さない」の声が広がる。その先頭に立つ日本共産党。

　

渡
辺
議
員
は
、
小
さ
い
自
治
体
で
も

役
場
が
あ
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
は
可
能

で
あ
り
、
地
方
分
権
、
地
域
経
済
の
振

興
を
め
ざ
す
の
で
あ
れ
ば
、
合
併
で
な

く
、
自
立
を
め
ざ
す
自
治
体
を
支
援
す

る
こ
と
が
大
切
で
な
い
か
。
ま
た
、
市

民
へ
の
説
明
が
一
方
的
で
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
た
と
は
言
え
ず
、
市
民
の
期

待
を
裏
切
る
も
の
だ
と
し
て
、
法
定
協

議
会
設
置
の
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

� 一般競争入札の導入範囲を順次拡大
　当面、８千万円以上の工事まで適用範囲を拡大

　16年４月からは、５千万円以上の工事まで範囲を拡

大。（従来は、土木は５億円以上、建築７億円以上）

� 指名競争入札を行う工事は、指名業者
　 数を大幅に拡大する

� 全ての入札の予定価格を事前公表

� 指名委員会改革
　業者の選定基準、指名理由等の議事録等を公表し、透

明性の向上を図る。

� 工事品質の確保と検査体制の強化
　適正な施工による工事品質を確保するために、中間検

査の強化など検査体制の充実や、工事品質が確保できな

いような低価格の入札を排除するための最低制限価格制

度の拡充を図る。

� 電子入札の早期導入を図る
　年度内に電子入札開発に着手し、16年度一部稼動、17

年度全面稼動をめざす。

� 談合防止対策の強化
�　独占禁止法に違反した場合、入札の指名停止期間を

現在の最大９カ月から12カ月に延長

�　さらに、入札談合により損失を被った場合は、損害

賠償の請求を行う

�　談合行為に対して違約金（当該工事の契約額の２割）

を課する

�　入札時における工事費内訳書の提出

� 入札監視委員会（仮称）の設置

　

公
正
取
引
委
員
会
の
立
入
り
を
受
け
る
と
い
う
異
常
事
態
を
招
い
た

入
札
制
度
が
、
党
市
議
団
の
改
革
提
案
を
受
け
、
動
き
始
め
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
、「
疑
わ
れ
る
事
こ
そ
、
問
題
だ
」
と
篠
田
市
長
の
毅
然

と
し
た
姿
勢
を
評
価
し
つ
つ
、
業
界
の
談
合
を
許
さ
な
い
と
い
う
姿
勢

を
制
度
と
し
て
保
障
す
る
こ
と
、
ま
た
地
元
建
設
業
者
に
配
慮
し
た
入

札
も
、
地
域
経
済
振
興
の
面
か
ら
大
切
で
あ
る
と
市
長
に
要
望
し
、
入

札
制
度
の
さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

六
月
議
会
に
続
い
て
、
一

般
市
民
向
け
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
早
期

実
現
を
迫
り
ま
し
た
。

　

従
来
、
不
況
対
策
は
、
国
・

県
の
問
題
だ
と
す
る
従
来
の

姿
勢
を
あ
ら
た
め
市
と
し
て

独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

し
、
人
口
５
万
人
の
京
都
府

の
京
田
辺
市
の
制
度
を
紹
介

し
な
が
ら
、
小
さ
な
自
治
体

の
大
胆
な
不
況
対
策
緊
急
支

援
事
業
を
大
い
に
学
ぶ
べ
き

で
は
な
い
か
と
質
し
ま
し
た
。

　

市
も
独
自
の
調
査
内
容
を

報
告
し
つ
つ
、
引
き
続
き
検

討
す
る
と
約
束
し
ま
し
た
。

　
「
な
ぎ
さ
荘
」塩
風
呂
を
愛

す
る
会
（
里
光
代
志
会
長
）

か
ら
、
な
ぎ
さ
荘
の
入
浴
施

設
の
復
活
を
求
め
る
請
願
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
党
市
議
団

は
、
直
ち
に
、
な
ぎ
さ
荘
の

現
状
を
視
察
を
し
ま
し
た
。

「
塩
の
湯
風
呂
」
の
復
活
が

無
理
な
ら
入
浴
施
設
を
整
備

し
、
利
用
者
の
唯
一
の
楽
し

み
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
の
願

い
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力

を
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

当
面
、
他
会
派
の
議
員
と

の
連
携
を
強
め
、
請
願
採
択

を
め
ざ
し
ま
す
。

法
定
協
議
会
設
置
議
案
に
対
し
て
渡
辺
議
員
が
反
対
討
論

渡辺有子議員

今井ヨシイ議員

明戸和枝議員

視察する明戸、渡辺両議員


